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               審   査   の   要   旨 
  
本研究は、独創的な視点と広い分類群の群集を扱う手法によって行われたもので、その成果は
膨大な調査・データ・解析に裏付けられている。山岳地形が遺伝的分化に与える効果の解明、科・
目レベルの環境指標生物の提唱、草原や斜面崩壊地がわずかに混合しているだけでも生物多様
性が飛躍的に高まることを明らかにした点は、生物多様性の形成過程への理解を大きく進め、そ
の保全に対しても多くの示唆を与えるものとして高く評価できる。予備審査の段階で出された
術語や統計手法についての指摘に対しても、的確な対応が取られていることが確認された。研究
成果の解釈やその応用性についても、小粥氏は論理的に議論を進めつつ独自の視点から説得力
のある説明を行った。 
平成２８年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
